
1

世界の主な環境問題の状況等

資料２
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環境負荷の増大環境負荷の増大

①世界人口の急増
65億人(2005年)→81億人(2030年)

①世界人口の急増
65億人(2005年)→81億人(2030年)

④食料、水等の需要の増加④食料、水等の需要の増加③エネルギー、天然資源等の
需要の増加

③エネルギー、天然資源等の
需要の増加

⑥農地、工業用地、商業地等の
開発

⑥農地、工業用地、商業地等の
開発⑤経済活動のグローバル化⑤経済活動のグローバル化

⑦エネルギー、天然資源等の逼迫⑦エネルギー、天然資源等の逼迫 ⑧食料、水資源の逼迫⑧食料、水資源の逼迫

 生物多様性問題の深刻化
 地球温暖化問題の深刻化

 生物多様性問題の深刻化
 地球温暖化問題の深刻化

⑩地球的規模の環境問題

 国境を越えた廃棄物・再生資源
の問題

 酸性雨・黄砂問題の深刻化
 大気汚染・海洋汚染の深刻化

 国境を越えた廃棄物・再生資源
の問題

 酸性雨・黄砂問題の深刻化
 大気汚染・海洋汚染の深刻化

⑨アジア地域の環境問題

日本の環境問題と密接に関係日本の環境問題と密接に関係

②途上国等の高い経済成長
（特に中国、インド等のBRICs諸国）
②途上国等の高い経済成長

（特に中国、インド等のBRICs諸国）
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世界人口の急増

世界人口の推移と見通し（UN2004）

 国連の推計では、世界人口は2050年まで増加し続け、約91億人に到達します。中
国は2030年に約15億人に達し、ピークを迎えます。

出典：UN World Population Prospects (2004)より作成

中位ケース(億人) 1975 2000 2025 2050
先進国・経済移行国 10.5 11.9 12.5 12.4
中国 9.3 12.7 14.4 13.9
インド 6.2 10.2 14.0 15.9
アセアン 2.9 4.7 6.2 6.9
その他アジア 4.4 7.8 11.5 14.3
アフリカ 4.2 8.1 13.4 19.4
中南米 3.2 5.2 7.0 7.8
世界 40.7 60.9 79.1 90.8
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 世界の一次エネルギー需要は、エネルギー・環境分野における現行政策が大きく
変化しない場合、2004～2030年の間に約50%増加すると見込まれています。

 2030年には、中国及びアジア（インド、ASEAN等）の占める割合が世界全体の約
38％まで増加すると見込まれています。

世界の一次エネルギー需要の推移と見通し

世界の一次エネルギーの需要見通し
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出典：IEA / World Energy Outlook 2006
出典：IEA / World Energy Outlook 2006
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中国の石油需要の急増

生産量

消費量

輸入依存度

生産量

消費量

輸入依存度

中国における石油需給バランスの推移 世界の石油需要の増加量内訳
（2000年→2004年）

出典：IEA/Oil Market Report (2006.8)

世界全体の増加量： 629万バレル／日
（2000年比で８％増）
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出典：IEA / World Energy Outlook 2004

 特に中国は、既に我が国を抜く世界第2位のエネルギー消費国となっています。90
年代半ばに純輸入国に転じて以降、2030年にはその約80%を海外からの輸入に依
存しています。

 2000～04年の4年間を見ても、世界の石油需要増加の約1/3を中国が占めています。
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 2030年頃におけるアジア地域のCO2排出量は、対策が施されないと現状の排出量
の約3.5倍に達しますが、対策が実施された場合でも現状の約2倍程度の排出量と
なるとの予測もあります。

アジア地域のCO2排出量

World Energy Outlook 2006
で再作成？

出典：国立環境研究所・京都大学 AIMプロジェクトチーム(2002)による排出量推計

アジア地域のCO2排出量 （高成長シナリオ）

アジア地域におけるCO2排出量の急増



7

 1950 年から1995 年までの45 年間で、世界の水消費量は約2.6 倍に増加しています。
 アフリカ、アジア、ラテンアメリカの大半を含めた世界の60%以上の地域で取水量の
増加が予想されています。2025年までに約40億人が高い水ストレスを被るなど、より
深刻な水危機の到来が懸念されます。

出典：Assessment of Water Resources and Water Availability in the World, 
WMOより作成

世界の地域別水使用量と水需要量の将来見通し

ヨー
ロッ
パ

北米

アフ
リカ

アジ
ア

南米

オー
スト
ラリ
ア・

オセ
アニ
ア

出典：世界水会議（2000）「世界水ビジョン｣をもとにした農林水産省資料

現状維持シナリオにおける2025年の世界の水ストレス

※水ストレスは一般に一人あたりの利用可能な水資源が、1,700m3

（人が生活するにあたり必要な水需要とされる）を下回る地域に
居住する人口を指すが、ここでは再生可能資源の40％以上を人間
活動のために利用する必要がある地域と定義している。

水需要量の将来見通し
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【主な適用対象】
Ⅰ類…源流の水、国家自然保護区
Ⅱ類…一級保護区の集中型生活飲用水の水源、貴重な魚類保護区等
Ⅲ類…二級保護区の集中型生活飲用水の水源、一般の魚類保護区及び水泳区
Ⅳ類…一般の工業用水区及び人に直接接触しない娯楽用水区
Ⅴ類…農業用水区及び一般の景観に必要な水域

 例えば、中国全体では、水資源量は豊富ですが、1人当たりの資源量で見ると世界
平均の約1/4程度にとどまり、北部地域では資源量が極端に少ない状況です。

 中国の主要河川は程度が違うものの、ほぼすべて汚染されており、その約4割の水
は利用不可能な状態に最も近い灌漑用水としてしか利用できないといわれています。

出典：国土交通省「平成18年版日本の水資源」

（注）1．FAO（国連食糧農業機関）「AQUASTAT」をもとに国土交通省水資源部作成。
2．各国の平均降水量，水資源量は1961年～1990年の平均値。
3．1 人当たりに使用した人口は2000年値。
4．日本の人口は総務省統計局「国勢調査」（2000 年）。平均降水量，水資源量は

1971 ～ 2000年の平均値で，国土交通省水資源部調べ。
5．世界は世界水発展報告書をもとに国土交通省水資源部で算出。

世界の平均降水量、1人当たり水資源量 中国における7大水系水質汚染状況

出典：「2005年中国環境状況公報」

水質良

中国における水問題
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 我が国は食料の約6割を輸入に依存しています。我が国が輸入する食料を生産す
るために、海外で大量の水が消費されています。

 我が国が輸入している農産物・工業製品を我が国で生産する場合に必要な「仮想
水※」は、年間約640億㎥（国民1人当たり年間約520㎥）に相当するとの試算もあり
ます。

日本の「仮想水」総輸入量（2000年時点）

出典：東京大学生産技術研究所沖研究室

東京大学生産技術研究所の
沖大幹助教授等のグループによる試算（2003）

※「仮想水」とは、ある国が輸入している食料や工業製品を、仮に自国内で生産した場合に必要とな
る水の量のことです。

我が国の「仮想水」総輸入量


